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1964 年に慶應義塾大学の佐々木正は掌蹠膿庖症を

伴った両側鎖骨骨髄炎の症例を報告しています1)。こ

の論文では鎖骨骨髄炎の起炎菌が掌蹠膿疱症を引き起

こしたのではないか，という考察になっていますが，

その後，東京大学の園崎秀吉らはこの病態を詳細に解

析し，「掌蹠膿疱症性骨関節症（pustulotic arthro-os-

teitis；PAO）」という新たな disease entity を確立して，

多数の臨床例を報告するとともに，その臨床像や病態

を世界に先駆けて報告しました2)。しかしながら欧米

では掌蹠膿疱症が膿疱性乾癬の亜型と考えられていた

こともあって，PAO は乾癬性関節炎（psoriatic ar-

thritis；PsA）の一部とみなされ，わが国におけるこれ

らの先駆的な仕事が正当な評価を受けておらず，大変

残念なことです。園崎らは PAO がしばしば脊椎炎を

伴うことも報告していますので，この病態もまた現在

では脊椎関節炎（spondyloarthritis；SpA）の一型に分

類することができるでしょう。

さて，本号では埼玉医科大学の門野夕峰先生にご企

画をいただき SpA を特集として取り上げました。乾

癬性関節炎，腸炎に伴う関節炎などを，付着部炎や脊

椎炎を伴う炎症性疾患という括りで強直性脊椎炎と同

じグループに属する疾患として扱おう，という発想は

最近になって出てきたものです。Wikipedia によれ

ば，フランスの皮膚科医 Jean-Louis-Marc Alibert が

1818 年に乾癬に関節炎が合併することを最初に記載

した，とされていますので，SpAという病態の認識は

関節リウマチ（RA）よりも古いのですが，病態解明や

治療法開発については RA が断然先行しており，SpA

については 21 世紀に入るまであまり大きな進歩が見

られませんでした。しかしこの分野は近年大きな注目

を集めており，目覚ましい進歩を遂げています。そし

てその原動力となっているのが生物学的製剤をはじめ

とした新たな治療薬の登場であることは疑いありませ

ん。RA と同様に SpA においても抗 TNFa 抗体など

が高い有効性を示すことが明らかになっていますが，

興味深い点は RA と SpA では有効性を示す薬物が多

少異なるという点です。例えば抗 IL-6 受容体抗体で

あるトシリズマブはRAに対しては有効性が確立され

ていますが，SpAに対しては効果が明らかではないこ

とが知られています。一方で IL-23／IL-17 を標的にし

た治療薬は SpAに対しては極めて有効ですが，RAに

対する効果は限定的です。いずれも自己免疫が関与し

ているにも関わらず，このような治療反応性の違いは

極めて興味深く，これらの病態の免疫学的背景の差異

を表していると考えられます。本特集を通じて，新た

な展開を見せるこの分野に興味を持っていただければ

幸いです。
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